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船舶事故調査報告書 

 

                              令和６年９月２５日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 衝突 

発生日時 令和６年２月２３日 ０９時００分ごろ 

発生場所 和歌山県串本町潮岬南南西方沖 

 潮岬灯台から真方位２０２°１４.４海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３３°１２.９′ 東経１３５°３８.９′） 

事故の概要  漁船宝星
ほうせい

丸は、操業しながら南西進中、また、漁船明寶
めいほう

丸は、操業

しながら右旋回中、両船が衝突した。 

 明寶丸は、船長が行方不明となり、左舷側横竿
ざお

の折損等を生じ、ま

た、宝星丸は、船首部の亀裂等を生じた。 

事故調査の経過  令和６年２月２８日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 漁船 宝星丸、１０.５１トン 

   ＷＫ２－３１４０（漁船登録番号）、個人所有 

   １２.４１ｍ（Lr）×３.３２ｍ×１.０７ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、４２６.６０kＷ、昭和５４年１０月２０日 

   第２５２－２０１８６号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ 漁船 明寶丸、４.９５トン 

   ＷＫ３－１４７１４（漁船登録番号）、個人所有 

   １１.７２ｍ（Lr）×２.１３ｍ×０.８８ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、３２３.６０kＷ、昭和５０年８月４日 

   第２５２－８４６５号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ ７０歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 昭和５１年１１月１２日 

    免許証交付日 令和３年７月２７日 

           （令和９年１月２７日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ ７６歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 昭和４９年１１月１５日 

    免許証交付日 令和５年１２月１４日 

           （令和１１年１０月２１日まで有効） 



- 2 - 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ 行方不明 １人（船長Ｂ） 

 損傷 Ａ 船首部に亀裂、左舷船首船縁部に剝離 

Ｂ 左舷側横竿及び縦竿が折損、左舷部に亀裂等、船首部手摺
す

りの取

付部が切断、左舷側縦竿の竿立てが割損、操舵室前方の集魚灯が

割損 

 気象・海象 

 

 

 

 

 

 

気象：天気 小雨、風向 北、風力 ７、視界 やや不良 

海象：波向 北東、波高 約２.０～２.５ｍ（図１参照） 

水温 約１８℃ 

 四国沖北部には、２月２２日１７時２５分に海上風警報が発表さ

れ、本事故当時も継続中であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ２月２３日０９時の沿岸波浪実況図（気象庁） 

 ※図中のＡ～Ｚのアルファベットは、全国の沿岸を代表する２６地

点を示している。また、波高は、１ｍごとに実線で（「２」は 

２ｍ）、０.５ｍごとに破線で等高線により表示している。 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、かつお
．．．

ひき縄釣り漁を行う目的

で、令和６年２月２３日０５時００分ごろ和歌山県すさみ町見老津
み ろ づ

漁

港を出航した。 
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 船長Ａは、０６時３０分ごろ潮岬南方沖で操業を開始したところ、

釣果が良くなかったので、南西側海域に移動しながら操業を続けた。 

 Ａ船は、約６ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で自動

操舵により南西進中、仕掛けにかつお
．．．

が掛かった。 

 船長Ａは、約５kn の速力に減じて手動操舵に切り替え、船尾部で

船尾方を向いて釣り上げた後、別の仕掛けにもかつお
．．．

が掛かったの

で、そのまま船尾方を向いて仕掛けを手繰り寄せていたところ、０９

時００分ごろ船首方からの衝撃音を聞いた。（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 衝突時の船長Ａの姿勢（再現） 

 

 船長Ａは、Ａ船の左舷側をＢ船が通過していくのを見て、Ａ船とＢ

船とが衝突したことに気付いた。 

 船長Ａは、Ｂ船の甲板上に船長Ｂを見掛けなかったので、船長Ｂが

落水していないかどうか付近の海面を確認したが見当たらなかった。 

 船長Ａは、Ｂ船が通過した後、漁業無線でＢ船を呼んだが船長Ｂか

らの応答はなく、船長Ｂが倒れているのかもしれないと思い、旋回し

ながら離れていくＢ船を追走するとともに僚船に救援を依頼した。 

 船長Ａは、来援した僚船２隻（以下「僚船Ａ」、「僚船Ｂ」とい

う。）と共に、Ｂ船のプロペラ翼にロープを絡めてＢ船を停止させよ

うと思い、船尾からロープを延ばしてＢ船の船首方を通過することを

繰り返していたところ、僚船ＡのロープがＢ船のプロペラ翼に絡まっ

て、Ｂ船が停止した。（図２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

図２ Ｂ船のプロペラ翼にロープを絡めようとしている状況 

（イメージ） 

船尾方 

ロープ 

Ｂ船 

Ａ船 

僚船Ａ 

僚船Ｂ 
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 僚船Ａの乗組員は、停止したＢ船に移乗して船長Ｂを探したが見付

からなかった。 

 来援した別の僚船（以下「僚船Ｃ」という。）の船長は、電話の通

じる海域まで移動した後、所属する漁業協同組合に本事故の発生を報

告し、漁業協同組合の担当者は、海上保安部に本事故の発生を通報し

た。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、かつお
．．．

ひき縄釣り漁を行う目的

で、０４時０７分ごろすさみ町周参見
す さ み

漁港を出航した。 

 僚船（以下「僚船Ｄ」という。）の船長は、本事故発生の３０分く

らい前、船長Ｂからのかつお
．．．

６匹を釣ったとの漁業無線を聞いた。 

 Ｂ船は、潮岬南南西方沖において、Ａ船と衝突した。 

 船長Ｂは、海上保安庁の巡視船艇及び航空機並びに僚船による捜索

が行われたが発見されず、行方不明となった。 

 Ａ船は、自力で串本町串本漁港に入り、Ｂ船は、来援した僚船（以

下「僚船Ｅ」という。）により、同港にえい
．．

航された。 

（図３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ船 Ａ船 

見老津漁港 

周参見漁港 
串本漁港 

和歌山県 

潮岬 
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図３ 航行経路図 

（付表１ Ａ船のＧＰＳ記録（抜粋）、付表２ Ｂ船のＡＩＳ記録

（抜粋） 参照） 

 その他の事項 (1) Ａ船のふだん及び本事故当日の操業等に関する情報 

   船長Ａの口述及び現場調査によれば、次のとおりであった。 

  ① 漁法は、船体中央部やや後方の両舷から船横方向に横竿を出

し、同横竿の先端付近、中央付近及び舷側付近並びに船尾端か

ら疑似餌を取り付けた釣り糸を投入し、かつお
．．．

を漁獲する。（図

Ａ船 

Ｂ船 

× 

Ｂ船 

Ａ船 

× 

事故発生場所 

（令和６年２月２３日 

 ０９時００分ごろ発生） 

Ｂ船 
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４参照） 

 

 

 

 

 

 

図４ ひき縄釣り漁の操業形態 

 

  ② かつお
．．．

が仕掛けに掛かった際、ふだんは舵を取って旋回しな

がら釣り上げるが、本事故当時は追い波が高かったので直進し

ながら釣り上げていた。 

 ③ 本事故直前に釣り上げたかつお
．．．

は大きく、本事故時に仕掛け

に掛かっていたかつお
．．．

も同じくらい大きかったので、船長Ａ

は、続けて釣り上げることに集中していて、船首方を見ていな

かった。 

  ④ 本事故当時、船長Ａは救命胴衣を着用していなかった。 

  ⑤ 本事故により、正船首部及び左舷船首部にＢ船の横竿に塗ら

れていたものと考えられる緑色塗料が付着していた。また、左

舷船首船縁部の防舷材取付箇所が剝離し、同箇所及び船首部の

防舷材は、本事故後、Ｂ船で発見された。（写真２、写真３、写

真４、写真８参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ Ａ船の正船首部に付着した緑色塗料 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山県農林水産部水産局水産振興課提供 



- 7 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ Ａ船の左舷船首部に付着した緑色塗料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ Ａ船の左舷船首船縁部の防舷材取付箇所 

 

(2) Ｂ船のふだん及び本事故当日の操業等に関する情報 

   来援した僚船Ａ～Ｅの各船長及び僚船Ａの乗組員の口述並びに

現場調査によれば、次のとおりであった。 

  ① 漁法は、Ａ船とほぼ同様であるが、左舷船尾部の竿立てに挿

した縦竿からも釣り糸を投入していた。左舷船尾部のライン 

ホーラーから釣り糸を投入すると横竿の釣り糸に絡むおそれが

防舷材 

Ａ船 
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あるので、縦竿の先端からスナップ（釣り金具）で釣り糸を高

く上げていた。 

  ② かつお
．．．

が仕掛けに掛かった際、舵を取って旋回しながら釣り

上げる。 

  ③ かつお
．．．

を釣り上げたら、海水を張ったバケツに入れて血抜き

を行い、すぐに冷水を張った魚倉に移すが、かつお
．．．

が連続して

掛かった場合はバケツに入れたまま次のかつお
．．．

を釣り上げる。 

  ④ 本事故当時、バケツにかつお
．．．

が３匹入っていたので、かつお
．．．

が連続して掛かって４匹目を釣り上げようとしていた可能性が

考えられる。 

 ⑤ 左舷船尾部の縦竿の釣り糸を巻き取る際、左舷船尾部のライ

ンホーラーで少し巻き取ってスナップを引き寄せた後、一旦ラ

インホーラーを停めて釣り糸からスナップを外し、再度ライン

ホーラーにより巻き取る。 

   （図５、写真５、写真６ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図５ 左舷船尾部の縦竿の釣り糸の巻き取り方（イメージ） 

 

 

 

 

 

ラインホーラー 

縦竿 
船尾方 

スナップ 
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写真５ 僚船Ｅの船長が使用しているスナップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ Ｂ船のラインホーラー、魚倉及びバケツ（本事故後） 

 

 ⑥ 僚船Ａの乗組員がＢ船に移乗した際、左舷船尾部のライン 

ホーラーのスイッチが入っていたが、スナップが外されずに巻

き取られた状態でラインホーラーのローラーが停止しており、

左舷船尾部の縦竿が折れていた。 

  ⑦ 船長Ｂは、ふだんレーダーの接近警報を物標との距離１Ｍに

設定して作動させており、僚船Ａの乗組員がＢ船に移乗した

際、警報音が鳴っていた。 

  ⑧ 本事故当時、船長Ｂが救命胴衣を着用していたかどうか分か

らなかった。 

  ⑨ 左舷側横竿（緑色）が折損していて、同横竿を支えるロープ

にＡ船の防舷材が引っ掛かっていた。（写真７、８参照） 

 

 

 

 

 

 

 

スナップ 

船尾方 

バケツ 

魚倉 

ラインホーラー 
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写真７ Ｂ船の折損した左舷側横竿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真８ Ｂ船の左舷側横竿と同横竿を支えるロープ（再現、横竿は本

事故当時の物ではない。） 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ 不明 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

 Ａ船のＧＰＳ記録及びＢ船のＡＩＳ記録によれば、０８時５４分 

５６秒から０８時５５分２６秒の間及び０９時００分２８秒から０９

時００分５６秒の間において、Ａ船とＢ船の航跡が交わっているが、

次のことから０９時００分２８秒から０９時００分５６秒の間に両船

が衝突したものと考えられる。 

(1) Ａ船の正船首部及び左舷船首部にＢ船の横竿に塗られていたも

のと考えられる緑色塗料が付着していたこと。 

(2) Ｂ船の左舷側横竿が折損していて、同横竿を支えるロープにＡ

船の船首部の防舷材が引っ掛かっていたこと。 

(3) ０９時００分２８秒から０９時００分５６秒の間において、Ａ

船は南西進し、Ｂ船は東北東進していたこと。 

 Ａ船は、潮岬南南西方沖において操業しながら南西進中、船長Ａ

横竿 

横竿 

ロープ 

Ｂ船 

Ａ船の防舷材が引っ掛かっていた 
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が、船尾部で船尾方を向いて仕掛けを手繰り寄せることに集中し、船

首方の見張りを行っていなかったことから、前路で操業中のＢ船に気

付かず、Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

 船長Ａは、大型のかつお
．．．

２匹が連続して掛かったことから、仕掛け

を手繰り寄せることに集中していたものと考えられる。 

 Ｂ船は、潮岬南南西方沖において操業しながら右旋回中、Ａ船と衝

突したものと考えられる。 

 船長Ｂは、ふだんかつお
．．．

が仕掛けに掛かった際、旋回しながら釣り

上げていたこと、また、本事故当時、バケツには魚倉に移されていな

いかつお
．．．

が３匹入っていたことから、Ｂ船が０８時５６分２６秒ごろ

に右旋回を開始した頃から、かつお
．．．

を釣り上げていた可能性があると

考えられる。 

 僚船Ａの乗組員がＢ船に移乗した際、左舷船尾部のラインホーラー

のスイッチが入っており、スナップが外されずに巻き取られていて、

左舷船尾部の縦竿が折れていたことから、船長Ｂは、かつお
．．．

３匹を釣

り上げ、続いて左舷船尾部で縦竿の仕掛けに掛かったかつお
．．．

を釣り上

げようとしてラインホーラーを操作した後、落水したものと考えられ

る。 

 船長Ｂは、Ａ船との衝突時に落水した可能性があると考えられる

が、目撃者がおらず、船長Ｂが行方不明となっており、客観的情報も

得られなかったことから、落水した時期については明らかにすること

ができなかった。 

 船長Ｂは、ふだんレーダーの接近警報を作動させていたこと、僚船

Ａの乗組員がＢ船に移乗した際、警報音が鳴っていたことから、本事

故当時も警報音が鳴っていたものと考えられるが、船長Ｂの見張り等

の状況については明らかにすることができなかった。 

原因  本事故は、潮岬南南西方沖において、Ａ船は、操業しながら南西進

中、船長Ａが、船尾部で船尾方を向いて仕掛けを手繰り寄せることに

集中し、船首方の見張りを行っていなかったため、前路で操業中のＢ

船に気付かず、Ｂ船と衝突したものと考えられる。また、Ｂ船は、操

業しながら右旋回中、船長Ｂが、かつお
．．．

３匹を釣り上げ、続いて左舷

船尾部で縦竿の仕掛けに掛かったかつお
．．．

を釣り上げようとしてライン

ホーラーを操作した後、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・漁船の船長は、後方を向いて操業する場合であっても、周囲の見

張りを適切に行い、他船を見落とさないようにすること。 

 ・小型漁船に１人で乗り組む船長は、操業中、救命胴衣を着用する

こと。 
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付表１ Ａ船のＧＰＳ記録（抜粋） 

 

船位※ 

北 緯 

（°-′） 

東 経 

（°-′） 

33-13.0530 135-39.0253 

33-13.0396 135-39.0137 

33-13.0267 135-39.0026 

33-13.0138 135-38.9924 

33-13.0013 135-38.9825 

33-12.9886 135-38.9721 

33-12.9754 135-38.9628 

33-12.9634 135-38.9530 

33-12.9504 135-38.9433 

33-12.9495 135-38.9421 

33-12.9375 135-38.9333 

33-12.9246 135-38.9232 

33-12.9115 135-38.9120 

33-12.8990 135-38.9021 

33-12.8910 135-38.8934 

33-12.8797 135-38.8853 

33-12.8673 135-38.8762 

33-12.8538 135-38.8664 

33-12.8405 135-38.8562 

33-12.8276 135-38.8466 

33-12.8150 135-38.8363 

33-12.8018 135-38.8271 

33-12.7899 135-38.8164 

33-12.7772 135-38.8057 

33-12.7659 135-38.7951 

33-12.7538 135-38.7846 

33-12.7422 135-38.7735 

33-12.7298 135-38.7639 

33-12.7172 135-38.7542 

※船位は、操舵室上方に設置されたＧＰＳアンテナの位置である。 
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付表２ Ｂ船のＡＩＳ記録（抜粋） 

 

時 刻 

（時：分：秒） 

船位※ 
対地針路※ 

（°） 

対地速力 

（kn) 
北 緯 

（°-′-″） 

東 経 

（°-′-″） 

08:50:26 33-12-56.3 135-39-26.6 305.5 5.1 

08:50:58 33-12-56.9 135-39-23.1 275.4 5.0 

08:51:26 33-12-56.9 135-39-19.8 263.6 5.5 

08:52:56 33-12-56.8 135-39-08.8 272.3 4.2 

08:53:26 33-12-56.9 135-39-05.2 271.3 5.4 

08:53:57 33-12-57.1 135-39-01.6 270.2 5.6 

08:54:56 33-12-54.7 135-38-55.0 223.4 7.5 

08:55:26 33-12-52.0 135-38-52.2 228.5 7.7 

08:55:56 33-12-49.3 135-38-49.7 218.2 4.7 

08:56:26 33-12-47.4 135-38-47.6 229.7 3.9 

08:56:56 33-12-46.5 135-38-44.9 267.7 5.0 

08:57:28 33-12-46.4 135-38-42.2 281.2 4.2 

08:57:56 33-12-47.6 135-38-40.8 340.2 4.6 

08:58:27 33-12-49.3 135-38-41.6 040.2 3.8 

08:58:56 33-12-50.8 135-38-43.6 071.5 4.9 

08:59:28 33-12-51.8 135-38-46.4 082.6 5.4 

08:59:57 33-12-52.4 135-38-49.1 063.1 5.0 

09:00:28 33-12-53.1 135-38-52.2 071.7 4.6 

09:00:56 33-12-53.3 135-38-54.9 104.6 5.1 

09:02:28 33-12-49.7 135-39-03.3 180.7 5.3 

09:02:57 33-12-47.1 135-39-02.3 233.1 5.1 

09:03:56 33-12-46.1 135-38-57.5 299.9 4.3 

09:04:26 33-12-47.6 135-38-56.4 354.1 3.7 

09:04:56 33-12-49.4 135-38-57.3 056.6 4.2 

09:05:31 33-12-50.8 135-39-00.1 059.0 4.6 

09:05:57 33-12-51.4 135-39-02.5 076.5 4.2 

09:06:28 33-12-51.6 135-39-05.6 097.5 5.0 

09:06:58 33-12-51.1 135-39-08.6 102.5 6.3 

09:07:57 33-12-48.4 135-39-14.3 130.5 5.4 

※船位は、操舵室上方に設置されたＧＰＳアンテナの位置である。また、対地針路は真方位である。 


